
生一路定住する家をもた一ていた私が、淑人の占野秀

内聞が進み、川作できなく

切手一ず、必子もなかったことか一雄さんのところへお周けに

なる恐怖に襲われたようだ

抱一ら、「放浪・涼泊の歌人」一あがったときのこと。玄関

った。幸い、入院してわず

E一と呼ばれることの多い山崎一の加に、ざん
匂副酒圃闇竃
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一う。えとが二同り迎いでM

かだが出hHは同似した。
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却し舘圃E

齢（
一じ寅（とら）ということも

方代さんの葬式は、遺言

J一晩年、
祭
器離れの住人一日っきの緩い
雌
園

緊
一あったかもしれない。

哲郎自の瑞泉寺で行
夜

、本一だった。
会と伯り主、と一おじさんが立
弘脳喝
け

ち崎お一そのころの方代さんは、

た。古川野さんをしのぶ
恐

ズ一いうほど堅苦しい仲ではな一って
；。そ
臨
調
品

副山ご一横浜市田谷の民家で、
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忌を聞く
震でもあり、方
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躍す市一借り、きつL雌作業を手伝一
二人で飲みに出かけた一代さんが足繁く必れたゆか

E一ん」はうちで容らしてい主だった。酒見聞
曙
翻闘薗磁

窃
捗同一っていた。也球一つが屋担一り、駅のベンチで寝入って一りの寺だ。方代さんの会ら

）ノ一のである。

一かったのは、
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一今でもよく党
闘圃圃圃圃闇圃，・弘
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比一うな所だった。
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す、はしご糟をこよなく愛一くされてしまった。
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時のこと。打たれた私
が願を上
時、病床の三原さんを見舞うと
小淵泰輔さんの左翼線二塁打か川

ク
百

A
め
ずえ

愛

げてベンチに陥るのを、三
宣
言一つ謝らなければならん。ら、
3
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5
5
2
5る
霊
祭
打。
護十同一死から
禁打席川
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川

せんか」ととがめられた。「違
し、投げ続けさせてしまった」。
に立った。投手は二年前のシリ川
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而

敵
島

うんだよ、凡さん。ピlル瓶が
こちらは
潜こそすれ、恨む気
1ズで安打
患った
安さん。
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一川

飛んでくるから見ていないと」
持ちはさらさらないのだから怠
ままよとパットを限った。大歓川

；
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μ
一川
相手が感性で来るなら、こち

世田さんの叫びで「ヤケ酒飲
外だった。あの奇跡を演出した
戸で何かが起こったことがわか川

〆d一川
Pももう盟副はやめだ。
感性で

むな』
最京で」
が合一括になっ
のは博多のファンの声慢だった
った。打球は店湖町に刈ひ込。、川

一川勝負するしかない。0勝3敗で

た。盟国さん、ファンの怨りが
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シリーズ史上初のサヨ州

一川迎えた一九五八年の日本シリl

よほど恐ろしかったのか、七回

ー
尚三

ナラ本地打になってい
川

畑一川
議開戦（十月士ハn）。長崎

市間上段に版りこんだ。
援
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円同た。コ一品コーチャー・
川

制一川
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封じに、いちかぼちか

は614で勝った。
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室で一－尿
器、ナ
川

馴らがモーションを起こすとさす

‘
ナフインのほか見知らぬ人川

酬がの長崎さんにも微妙な気配が

完
が出迎えてくれた。乱
酬

川生じる。踏み込んできたら、テ

入したお客さんだ。ダ川

川lクパックで出りを変え、スラ

ッグアウトの崩似の上川

川イダーからシュlトに、あるい

で
手を合わせるファンがいた。
川

川はコlスを切
り伺える。引っ桜

「
抑制、
仏様、稲出館、救いの川

川りにかかる気配がしたら、その

神の稲尾関」。これが新聞の見川

川瞬間さっと外へ
逃げるのだ。五

出しになった。

州

川向の打開。この
感性勝臼で民的

郷台
は泌点へ。もうヤケ刑を川

州さんに勝った。三飛。

飲みに行くのではない。美酒を川

州
後年「江夏の引球」
が符名に

飲みに行くのである。

川

川なった。広ぬ・江夏股投手が近

（元内鉄ライオンス館ヂ）
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鉄との日本シリーズ、とっさに

ボlル球を股り、スクイズをは

ずしたというものだ。まさにあ

れ。人間、
高邸になると何で

もできるものだ。

獅子（しし）たちが目覚めた。
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仏
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生
ま
れ
る

二田中西さんの
安打を足場に同
ファンの
動的を気にしたのは

点。五回、豊田さんがシリーズ
私たちだけではない。この試合

3号となる勝ち越し本塁打。
のあと、西球問代去が三原監倍

思い出すのは3
述敗のあと、
に「第五
戦も稲厄詣でいけない

平和台球場二階のロッカールl
だ
ろうか」と持ちかけている。

ムに腎いた住田さんの声。「あ
完投ね
けだった十四日の第三取

れ
が聞こえるか。このまま負け
か

ら附天中止を挟んでいるが、

たら一目、二日はここか
ら出ら
3連投となる。一一一原監修
は拒否

れんぞ」。球財の凶りにファン
したが「稲出で負けたらファン

の怒号が渦巻いていた。

も納得する」といλd代表の懇願

問多のファンは時に熱すぎ
は脳虫にあったよ
三九。

る。初めて親
兄加が
観戦に来た
あれから二十
年以kもたつた
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ということに
なろうか。

十七日の第五戦は013の四

聞から惨板
足。後半に入ると

気の早い
係員が賞品を並べ始め

た。もちろ
ん巨人の優勝
に仰え

て。これ
が野武士たちを刺激し

た。「まだ終わっとらん」

じ例中阿さんが2ラン。九回

パリはセlヌ

左仰のサンジエ

ルマン・デ・プ

レに住み、ヴァ

カンスにはプロ

ヴァンスの山荘にこもる学

行夫
婦だといえば、プチ・

プルの
典型のように思われ

るかもしれない。し

かし、私ども夫制と

信晴

もう一三十年以上のお
；ι

付き合いになるクロ
寸プ

lド・カダlル、チ
広ヨ

ェン・インシアン犬
二AI

兵は、いたってつつ
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ましく
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（あか）依けしたカ
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ップルである。フラ
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ンスのアメリカ化を
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議論好きな異色
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の知期人で、二人の

問でも口論が絶えないのに

仲むつまじい。

カダ1ル氏がサルトルら

の「現代」誌に
寄稿してい

たこと
は知っていたが、以

初のきっかけは、チェン夫

人の
実父が中国共産
党都創

期の
指湾省で
陳独秀ととも

に党を除名された「中国の

トロッキー」
M塚山之で、フ

ランスに亡命中の髭ご夫友
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LSAG2 
｛カタ司グ側。CAT・151‘｝ の惰（ひそ）

かな米日
に私

が立ち会ったからであっ

た。一九六八年秩のことで、

カダ｜ルh火災との以初は、

私が寄港に留
学中のヒO年

立であった。この問、中同

では文化
大小命が起こり、

カダlル夫友はフランス中

同学界の一翼を柄引う

ようになった
O以来、

夫友と私が代
ぷ格で

雄
四米世紀に及ぷ円仏

t

共同研究が続いた。

4
パ

リ政愈「院
の容μ

教授に招かれたりし

J
たの
も火渓とのご紋

t
からである。

中
そんなことから私

は年に
何阿かフラン

スへ行く。そのたび

に二人で作ってくれ

る主菜にパテとパンそれに

ワイン
が民高のフランス料

盟だ。
指き日にパリにあこ

がれた私には
うれしい日々

で、日山近は台学んだフラン

ス語で話すこ
とを心掛けて

いるけれど、これほどに親

しい
い火災の前ではど
うも気

が引けてあまり使ったこと

がない。（なかじま・みね

おリ県以外
国語六学長）

滑うかな直線運動と回転方向
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